
H-SATTバックナンバーはホームページへ！
http://www.maff.go.jp/kinki/tiiki/hyogo/pr/h_satt/index.html

主な内容

Pick up！！
･加工食品の原料原産地表示制度に関する

検討会中間取りまとめ説明会開催
･兵庫県内で農業施策の説明等に取り組んでいます

･農業競争力強化プログラムが決定されました
･平成28年産水稲の収穫量が確定しました
･食品衛生管理の国際標準化に関する検討会中間取りまとめ

粋♡意気農業人

･平成29年産米生産数量目標の配分が決定しました
･麦、大豆等の直接支払交付金の数量単価が改定されます
･平成29年度農林水産予算概算要求の主な項目のポイントのご紹介

加工食品の原料原産地表示制度に関する検討会中間取りまとめ説明会開催
消費者庁及び農林水産省の共同で開催していた「加工食品の原料原産地表示制度に関する検討会」にお

いて、11月29日に中間取りまとめがなされました。
近畿における説明会を以下のとおり開催いたします。参加希望の方は、申込方法に従ってお申し込みください。

日 時：平成29年1月11日 （水曜日） 1回目 10時00分～ 2回目 14時00分～
場 所：大阪市中央区大手前1-5-44（大阪合同庁舎1号館 第1別館 2階 共用大会議室）

詳細は http://www.maff.go.jp/j/press/syouan/hyoji/161202.html
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兵庫県内で農業施策の説明等に取り組んでいます

近畿農政局兵庫県拠点では、広く農業施策の説明等に取り組んでおります。
11月12日、加西市農会長会において、207名の参加者にＴＰＰ対策、米に関する農業施策等に

ついて現状を説明し、また11月17日には、全国キャラバンの一環として近畿農政局生産部ととも
に神戸市で平成30年産に向けた米政策の見直し等について、兵庫県法人協会及び兵庫県稲作経営
者会議と意見交換会を開催し、20名の方々が参加されました。

農業施策の情報提供、説明等のご希望等ありましたら、以下の地方参事官室ホットラインまで
お気軽にご相談下さい。

TEL : 078-331-5924    e-mail : hyogo28_hsatt@kinki.maff.go.jp
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平成28年産水稲の収穫量が確定しました

平成28年産県内の水稲10ａ当たり収量
は501kgで前年産並みとなりました。また、
農家等が使用しているふるい目幅ベースの
作況指数は100（作柄表示地帯別では、県
南100、県北99、淡路104）となりました。

県内における水稲の主食用作付面積は、
飼料用米、WCS等が増加したため、前年
産に比べ300ha減少し3万5,400haとなり
ました。

これらのことから、主食用の収穫量は、
前年産に比べ1,500ｔ減少し、 17万
7,400ｔとなりました。

水稲の10ａ当たり収量

区 分
10ａ当たり

収量
農家等が使用しているふるい目幅で選

別（近畿地域は1.80mm）

10ａ当たり
収量①

10ａ当たり
平年収量②

作 況
指 数

③＝①／②
（1.7mm選

別）
kg kg kg

兵 庫 県 501 490 489 100 
県 南 500 488 489 100 
県 北 497 489 492 99 
淡 路 517 507 487 104 

食品衛生管理の国際標準化に関する検討会中間取りまとめ

厚生労働省が主催する｢食品衛生管理の国際標準化に関する検討会｣において、これまでHACCP
の制度化のあり方について検討が行われ、本年10月に中間とりまとめが公表されました。

中間とりまとめでは、食品の製造・加工、調理、販売等を行う食品等事業者を対象として、
HACCPの制度化を図ることとし、その具体的基準を含めた枠組みが公表されました。検討会では、
今後、一般の意見募集で得た意見も含め、さらに課題を検討し、年内を目途に最終的なとりまと
めを行う予定です。

詳細は http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000139837.html

高病原性鳥インフルエンザの発生防止の取り組みをお願いします

高病原性鳥インフルエンザ・ウイルスの侵入防止のための主なポイント
（1）人・車輌等の農場や鶏舎内の出入り時の消毒、鶏舎内外の整理・整頓・清掃
（2）野鳥・野生動物による侵入の防止のための防鳥ネットなどの使用
（3）飲用水・飼料の汚染防止のため、新鮮な水道水の使用や遊離塩素濃度の確認
（4）鶏舎内の環境整備や鶏への適正な飼料の給与など鶏の健康管理・取扱い
（5）鶏糞の適切な処理（発酵は、中心温度を70℃以上）等

詳細は http://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/tori/pdf/ai_eisei_check1.pdf

渡り鳥シーズン
到来！！

農業競争力強化プログラムが決定されました
平成28年11月29日、総理を本部長とする政府の農林水産業・地域の活力創造本部において、

「農業競争力強化プログラム」が決定されました。
このプログラムでは、農業者が自由に経営展開できる環境を整備するとともに、農業者の努力

では解決できない構造的な問題を解決するためのもので、生産資材価格の引き下げや、農産物の
流通・加工構造の改革をはじめ、13項目について取り組みを進め、更なる農業の競争力強化を実
現する方針を示しております。

また、農林水産物・食品輸出額の平成31年1兆円達成に向けて「農林水産物輸出インフラ整備
プログラム」も取りまとめられ、あわせて「農林水産業・地域の活力創造プラン（改訂版）」の
中に位置づけられました。

詳細は http://www.maff.go.jp/j/kanbo/nougyo_kyousou_ryoku/nougyo_kyoso_ryoku.html

・青森県のアヒル農場や新潟県の養鶏場で、高病原性鳥インフルエンザが発生しました！
・兵庫県でも、野鳥の糞便からウィルスが検出されています。
・発生した養鶏場等では、検証の結果、防鳥網の破損等がみつかりました。
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兵庫県内で活躍している農業男子！！、農業を愛する女子！！の活動
を取り上げ、青年就農者や農業法人で活躍する若い皆さん、これから
農業を志す皆さんのために「粋･意気 農業人」として紹介させていた
だきます。

ご利用ください！「逆引き事典２」
農林水産省では、補助金等の事業の情報をホームページで公開しています。「誰が」、「何を

したい」から、必要とする事業の情報を検索できる「補助金等の逆引き事典」をご利用下さい。

逆引き辞典は https://www.gyakubiki.maff.go.jp/appmaff/input

野菜の少量多品目栽培でレストランのニーズに応える農業を展開！

現在、ほ場は約20aで、露地でエディブルフラワー（食
用花）やハーブ類などの添え物野菜を10数種類栽培し、施設では、神戸生まれの幻のイチゴ品
種「神戸ルージュ（神戸1号）」や「紅ほっぺ」、トマト、セロリなどを栽培しています。

当初、J A直売所や仲間の紹介で街中マルシェに出店し販売していましたが、新鮮な付け合せ

森本聖子（もりもとしょうこ）さんは、旅行会社に勤め
られていましたが、ベランダでの野菜作りをきっかけに本
格的な農業に取り組みたいとの思いから、ひょうご楽農生
活センターの就農コースに参加され、神戸市北区淡河町に
移住し、平成25年に就農されました。

森本さんに課題や将来の夢を伺いました。

用野菜の需要があることに気づき、少量多品目栽培に特化し
ました。現在では、J Aやマルシェ以外に10数店のレストラン
と取引しており、週3回程度、直接届けています。

課題は、ほ場が点在して移動に時間がかかることと、平地
が少なく畦畔が大きく管理に手間がかることです。

一人で出来ることには限りがありますが、規模拡大を図り
ながら、女性ならではの細やかな栽培で、限られたほ場を効
率良く使って、需要に沿った野菜作りを行いたいと思ってい
ます。

若い力で大規模経営の会社を継承発展！
平成13年に高校を卒業と同時に相生市の株式会社百姓に

就職し、平成24年に代表取締役となり活躍されている、小
倉篤さんにお話をお伺いしました。

高校生の時から自然を相手にする農業に魅力を感じてい
ましたが、実家の30aの農地では不十分と感じていた時、高
校の先生から紹介された稲作の大規模経営に取り組んでい
る株式会社百姓に就職しました。

就職から3年間は前社長が農作業から販売まで色々教えて
いただき、4年目からは会社全ての営農計画や販路拡大を任され、プレッシャーを感じつつも夢
中で取り組んだことで、大規模経営の経営者としての素地が出来ました。

11年目の29才の時に前社長が、会社を私に譲り渡し、引退す
ると言われたので株式会社百姓を譲り受け、規模拡大や持続可
能な環境に配慮した農業に取り組む忙しい毎日を送っています。

現在は社員1名とパート雇用により借地を中心に38㏊を耕作
し、夏場は水稲、大豆、そば等の土地利用型作物を中心に作り、
冬場は白菜等の野菜を作っています。

また、近隣の若手大型農家と一つの会社を作り、農業機械の
集約が出来たら効率的な農業が出来ると夢を語りあっています。
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農政に関するご相談、事業や制度へのご質問などがございましたら、お気軽に地方参事官ホットラ
インまでお問い合わせ下さい。 また、H-SATTに対するご意見等もお待ちしています。

地 方 参 事 官 ホ ッ ト ラ イ ン

TEL：078-331-5924 FAX：078-331-5177

農林水産省は、平成28年11月28日「米穀の需給及び価格の安定に関する基本指針」を変更し、
それに基づき平成29年産米の生産数量目標を735万トン、自主的取組参考値733万トンと決定す
るとともに、併せて平成27年産米におけるシェアで按分した都道府県別の生産数量目標等も公表
しました。

なお、平成25年12月の｢農
林水産業・地域の活力創造プ
ラン」を踏まえれば、都道府
県別の生産数量目標及び自主
的取組参考値の設定は、平成
29年産限りとなります。

平成29年産米生産数量目標の配分が決定しました

兵庫県の生産数量目標等
27年産生産数量
目標のシェア (注)

29年産生産数量目標 29年産自主的取組参考値
(トン) 面積換算値(ha) (トン) 面積換算値(ha)

2.40% 176,596 35,178 176,115 35,083
注:兵庫県生産目標数量(180,440トン) ÷ 全国生産目標数量(7,510,000トン)

麦、大豆等の直接支払交付金の数量単価が改定されます

農林水産省は、農業の担い手に対する経営安定のための交付金の交付に関する法律に基づき交
付される麦、大豆等の直接支払交付金（ゲタ対策）の数量単価（平成29年～31年産に適用）を
右表のとおり改定しました。

数量単価については、平成19年度
以降3年ごとに見直しを行っており、
今般平成29年産から31年産に対して
用いられる単価が決定されました。

主な作物の平均交付単価
対象作物 平均交付単価

H29～31年産 ① H26～28年産 ② ①-②
小 麦 6,890円/60kg 6,320円/60kg 570円
六条大麦 5,690円/50kg 5,490円/50kg 200円
大 豆 9,040円/60kg 11,660円/60kg ▲2,620円
そ ば 16,840円/45kg 13,030円/45kg 3,810円

詳細は http://www.maff.go.jp/j/press/seisaku_tokatu/antei/161128.html

平成29年度農林水産予算概算要求の主な項目のポイントのご紹介

（農業委員会の活動による農地利用の最適化）

現在の我が国の農業構造は、担い手への農地流動化は毎年着実に進展し、担い手への利用面積
は農地全体の５割となっていますが、農業の生産性を高め、競争力を強化していくためには、農
地利用の最適化に向けた農業委員会の積極的な活動を支援する必要があります。

このことから、農業委員会の活動に対して必要な予算を以下のとおり要求しております。

○農業委員会交付金（47億円）
農業委員及び農地利用最適化推進委員の基礎的な手当等の経費を交付

○農地利用最適化交付金（83億円）
改正農業委員会法に基づく新制度に移行した農業委員会を対象に、農地利用の最適化のた

めの農業委員及び農地利用最適化推進委員の積極的な活動に要する経費を交付
○機構集積支援事業（31億円）

遊休農地の所有者の利用意向調査、農地台帳の情報更新等を支援

これらに加え、都道府県や各県等の農業委員会ネットワーク機構に対する支援を行っています。


